
(1) 第82号 令和６年９月１日拓北・あいの里

度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
及
び

本
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案

が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
・
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
若
い
世
代

の
町
内
会
離
れ
の
危
惧
か
ら
町

内
会
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る

方
向
性
に
期
待
す
る
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
総
会
は
役
員
改
選

期
で
あ
り
、
選
考
委
員
会
か

ら
、
会
長
に
長
尾
由
紀
子
、
副

会
長
に
大
坂
登
、
木
村
聡
、
三

谷
英
男
の
四
氏
選
出
の
提
案
が

あ
り
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
全
審

議
を
終
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
多
目
的

ホ
ー
ル
に
移
し
永
年
勤
続
者
表

彰
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
、
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

連
町
関
係
者
に
加
え
、
佐
藤

北
区
長
を
は
じ
め
北
区
職
員
や

学
校
長
、
企
業
や
活
動
団
体
の

５
月
18
日
（
土
）
に
５
年
ぶ

り
に
地
区
セ
ン
タ
ー
で
総
会
・

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
午
後
２
時
か
ら
集

会
室
に
お
い
て
、
委
任
状
を
含

む
町
内
会
代
表
者
と
連
町
役
員

の
計
67
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

冒
頭
、
長
尾
会
長
か
ら
２
月

の
臨
時
総
会
で
専
門
部
の
再
編

を
主
と
す
る
規
約
改
正
に
至
っ

た
経
緯
等
、
任
期
２
年
を
振
り

返
る
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
に
ひ
ま
わ
り

団
地
東
町
内
会
の
真
鍋
会
長
を

選
任
し
て
審
議
に
移
り
、
前
年

広　報

題字　伊　藤　　　昭

佐藤北区長の来賓挨拶

く
環
境
は
変
化
し
、
少
子
高
齢

化
や
医
療
大
学
病
院
の
移
転
、

増
え
続
け
る
空
き
巣
や
詐
欺
被

害
等
々
、
課
題
も
多
い
で
す
が
、

「
人
と
緑
が
調
和
す
る
や
さ
し

く
支
え
合
う
ま
ち

拓
北
・
あ

い
の
里
」
を
イ
メ
ー
ジ
フ
レ
ー
ズ

と
し
、
次
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
踏
ま
え
て
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
地
域
の
声
を
大
切
に
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」

②
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
障
が
い
が
あ
る
人
に
も
な

い
人
に
も
、
安
全
で
安
心
な

「
ま
ち
づ
く
り
」

③
高
齢
化
の
進
展
や
環
境
の
変

化
な
ど
新
た
な
課
題
に
対
応
し

た
「
ま
ち
づ
く
り
」

④
防
災
意
識
の
向
上
に
取
り
組

む
「
ま
ち
づ
く
り
」

連
合
町
内
会
定
期
総
会
に
お

い
て
、
引
き
続
き
会
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
微
力
で
す
が
皆

さ
ん
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が

ら
、
地
域
の
た
め
に
誠
心
誠
意

努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

来
年
度
に
は
、
連
合
町
内
会

が
発
足
し
、
節
目
と
な
る
30
年

を
迎
え
ま
す
。
地
域
を
取
り
巻

⑤
拓
北
・
あ
い
の
里
防
犯
ひ
ま

わ
り
隊
を
軸
に
自
主
防
犯
意
識

の
高
い
「
ま
ち
づ
く
り
」

⑥
地
域
の
諸
団
体
や
関
係
機
関

と
連
携
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」

そ
し
て
「
輪
・
話
・
和
」
を

大
切
に
、
役
員
一
同
お
互
い
に

助
け
合
い
補
い
合
い
な
が
ら
心

を
一
つ
に
し
て
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
て
参
り

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
益
々

の
お
力
添
え
を
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

代
表
等
計
78
名
の
皆
様
が
参
加

さ
れ
、
佐
藤
北
区
長
の
来
賓
挨

拶
、
石
井
市
民
部
長
の
祝
杯
で

祝
宴
に
移
り
ま
し
た
。

会
場
の
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、

連
町
役
員
の
会
場
設
営
や
、
飲

食
関
係
を
拓
北
の
食
品
ス
ー

パ
ー
に
依
頼
す
る
等
地
域
主
体

の
手
作
り
感
で
、
参
加
さ
れ
た

皆
様
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
交
歓
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
乾
杯
の
挨
拶
に
立
た

れ
た
伊
藤
連
町
顧
問
か
ら
は
、

拓
北
・
あ
い
の
里
の
開
拓
・
開

発
の
歴
史
の
紹
介
が
あ
り
、
参

加
者
一
同
感
慨
深
い
思
い
で
乾

杯
を
し
、
宴
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。
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輪
・
話
・
和
で

安
全
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安
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な
ま
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拓
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の
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催



第82号 (2)令和６年９月１日 拓北・あいの里

令
和
６
年
度
連
町
事
業
計
画

１
．
基
本
方
針

  

ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
フ

レ
ー
ズ
「
人
と
緑
が
調
和
す
る

や
さ
し
く
支
え
合
う
ま
ち

拓

北
・
あ
い
の
里
」
の
熟
成
を
め
ざ

し
た
活
動
を
推
進
す
る
。

①
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
る
。
②
各
町
内
会
・
自

治
会
と
の
情
報
交
流
に
努
め

る
。
③
地
域
諸
団
体
と
の
連
携

を
保
ち
、
行
事
等
に
も
協
力
す

る
よ
う
努
め
る
。
④
北
区
土
木

セ
ン
タ
ー
・
除
雪
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
を
密
に
し
、
冬
期
間
の

安
全
安
心
な
環
境
保
持
に
努

め
る
。
⑤
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

は
、
地
域
の
諸
課
題
の
把
握
に

努
め
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携

を
図
っ
て
解
決
に
努
め
る
。

２
．
各
部
事
業
計
画
の
概
要

総
務
部

①
会
議
等
の
企
画
運

営
に
あ
た
り
各
部
と
の
連
絡
調

整
を
図
り
、
諸
事
業
の
推
進
を

図
る
。
②
各
町
内
会
と
連
携
を

図
り
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
る
。
③
役
員
会
、
単

位
町
内
会
長
会
議
等
諸
会
議
の

充
実
に
努
め
る
。
④
地
域
の
諸

課
題
を
把
握
し
、
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
・
各
町
内
会
な
ど
と
連

携
し
て
そ
の
解
決
に
努
め
る
。

⑤
適
時
的
確
な
除
排
雪
の
た

め
、
北
区
土
木
セ
ン
タ
ー
・
除
雪

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
努
め
る
。

会
計
部

①
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
予
算
の
適
切
で
厳
正
な
執

行
と
管
理
に
努
め
る
。

広
報
部  

①
広
報
誌
「
拓
北
・
あ

い
の
里
」
を
年
２
回
発
行
し
、
地

域
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

事
業
部  

①
大
型
の
会
議
及
び

行
事
等
の
企
画
運
営
、
そ
の
他

の
特
命
事
項
の
対
応
に
努
め

る
。

社
会
福
祉
部  

①
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
誰
で
も
参
加
で
き

る
体
育
的
行
事
を
実
施
し
、
交

流
と
健
康
の
保
持
・
増
進
に
努

め
る
。「
み
ん
な
で
歩
こ
う
会
」

を
企
画
・
実
施
す
る
。
②
地
域
の

関
連
活
動
団
体
と
の
情
報
共
有

に
努
め
、
住
民
へ
の
周
知
及
び

参
加
協
力
の
拡
大
を
図
る
。
③

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
同
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
と
の

連
携
を
保
ち
、
諸
事
業
の
推
進

に
努
め
る
。
④
福
祉
見
守
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
・
協

力
を
図
る
。

環
境
部  

①
ご
み
の
減
量
推
進

に
努
め
る
。
札
幌
市
及
び
ク

リ
ー
ン
さ
っ
ぽ
ろ
衛
生
推
進
協

議
会
と
連
携
し
啓
蒙
活
動
を
行

う
。
②
環
境
美
化
推
進
（
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
浄
化
）
に
努
め

る
。
③
ク
リ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
出
前
講
座
）
の
実
施
。
ミ
エ
ー

ル
号
の
展
示
（
ス
ケ
ル
ト
ン
型
ご

み
収
集
車
）
。
④
地
区
樹
林
維

持
計
画
の
推
進
に
努
め
る
。

防
災
部  

①
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
防

災
訓
練
に
伴
う
助
成
を
す
る
。

②
防
災
通
信
を
発
行
す
る
。
③

防
災
組
織
未
結
成
町
内
会
に
対

す
る
防
災
組
織
結
成
支
援
を
行

う
。

防
犯
交
通
部  

①
防
犯
部
会
の

定
期
的
な
開
催
を
進
め
る
。
②

拓
北
・
あ
い
の
里
防
犯
ひ
ま
わ

り
隊
と
の
協
力
連
携
に
努
め

る
。
③
犯
罪
発
生
状
況
の
情
報

収
集
と
地
域
住
民
へ
の
防
犯
啓

発
活
動
を
推
進
す
る
。
④
関
係

諸
団
体
と
交
流
を
図
り
街
頭

啓
発
を
実
施
し
、
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
安
全
確
保
に
努
め

る
。
⑤
各
町
内
会
に
交
通
安
全

旗
を
配
布
し
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
に
努
め
る
。

厚
生
部  

①
各
種
検
診
や
研
修

会
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
健

康
管
理
と
疾
病
予
防
に
努
め

る
。
②
各
種
募
金
活
動
の
協
力

に
努
め
る
。

５
月
18
日
の
連
合
町
内
会
総

会
終
了
後
に
、
佐
藤
北
区
長
ご

臨
席
の
も
と
、
長
き
に
わ
た
っ

て
町
内
会
の
役
員
を
務
め
ら

れ
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
方
々
の
功
労
を
た
た
え
、
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
該
当
者
は
10
名
。

そ
れ
ぞ
れ
佐
藤
北
区
長
・
長
尾

会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な

拍
手
で
祝
福
さ
れ
、
受
賞
者
全

員
で
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

〈
受
賞
さ
れ
た
方
々
〉

◇
市
長
表
彰

岩
崎

元
光

氏

◇
区
長
表
彰

住
友

節
子

氏

斉
藤
和
歌
子

氏

◇
連
町
会
長
表
彰

中
辻　
　

博

氏

真
鍋

俊
彦

氏

長
岡

正
一

氏

中
山

宏
二

氏

五
十
嵐
淳
一

氏

坂
東

忠
幸

氏

小
塚

耕
平

氏

北区長による表彰状授与

受賞者全員で記念撮影

永
年
勤
続
者
表
彰

10
名
の
方
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た　
　
　



(3) 第82号 令和６年９月１日拓北・あいの里

科　　目 前年度決算額 本年度予算額 増 　 減 摘　　　　　要

前 年 度 繰 越 金 3,483,637 3,605,134 121,497

会　　　　　　費 1,518,920 1,509,040 △ 9,880 50町内会11,608世帯×130円

助 成 金 ・ 交 付 金 5,853,160 5,817,040 △ 36,120

連合町内会助成金 1,492,080 1,482,960 △ 9,120 均等割　90,000円　世帯割　1,392,960円

単位町内会助成金 4,003,840 3,974,080 △ 29,760 基準割　956,000円　世帯割　3,018,080円

特別事業助成金 250,000 250,000 0 まちづくり活動（広報・防災・雪中運動会）助成金

日 赤 等 助 成 金 107,240 110,000 2,760 日赤、健康を守る集い活動費　他

雑　　 収 　　入 155,435 104,786 △ 50,649

広 　  告  　 料 100,000 100,000 0 広報誌広告協賛金

そ 　  の  　 他 55,435 4,786 △ 50,649 預金利息　他

収 　 入 　 合 　 計 11,011,152 11,036,000 24,848

令和６年度　一般会計予算書

【収入の部】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円)

科　　目 前年度決算額 本年度予算額 増 　 減 摘　　　　　要

会 議 費 139,725 200,000 60,275 市、区、外部団体、諸会議費　他

事 務 管 理 費 186,087 200,000 13,913 コピー保守、封筒、切手、用紙等購入代　他

渉 外 費 401,747 450,000 48,253 各種団体総会、行事、会議　他

事 業 費 1,975,471 2,160,000 184,529

役 員 活 動 費 300,000 330,000 30,000 連町役員活動費

総 務 部 活 動 費 300,135 300,000 △ 135 総会、交流会、諸会議室使用料、通信費　他

事 業 部 活 動 費 0 50,000 50,000 事務費、通信費、交通費、研修　他

広 報 部 活 動 費 692,892 720,000 27,108 広報誌年２回発行　他

社会福祉部活動費 38,441 50,000 11,559 福祉活動（社協・民児協との連携）　他

環 境 部 活 動 費 40,067 60,000 19,933 クリーンさっぽろ研修会、樹木検討委員会活動費　他

防 災 部 活 動 費 253,760 270,000 16,240 防災訓練、連町防災講演会、研修会　他

防犯交通部活動費 185,739 200,000 14,261 防犯交通活動費　他

厚 生 部 活 動 費 164,437 180,000 15,563 健康増進及び各種募金活動等　他

まちづくり等対策費 9,878 40,000 30,122

慶 弔 費 26,500 100,000 73,500

助 成 金 ・ 協 賛 金 445,000 500,000 55,000 地域諸団体助成金、協賛金　他

単位町内会助成金 4,003,840 3,974,080 △ 29,760 基準割　956,000円　世帯割　3,018,080円

負 担 金 215,110 250,000 34,890 防火委員会、防犯協会、道町連年会費　他

雑 費 2,660 2,920 260 振込手数料　他

予 備 費 0 3,159,000 3,159,000

支 出 合 計 7,406,018 11,036,000 3,629,982

次 期 繰 越 金 3,605,134 0 △ 3,605,134

総 計 11,011,152 11,036,000 24,848

【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（単位：円)

自　令和６年４月１日
至　令和７年３月31日



第82号 (4)令和６年９月１日 拓北・あいの里

顧　
　
　

問　
　

伊
藤　
　

昭
（
興
産
社
）

顧　
　
　

問　
　

松
井

正
彦
（
あ
い
の
里
東
公
園
）

相

談

役　
　

近
藤

幸
一
（
ひ
ま
わ
り
団
地
南
）

会　
　
　

長　
　

長
尾
由
紀
子
（
あ
い
の
里
Ｃ
ス
テ
ー
ジ
）

副

会

長　
　

大
坂　
　

登
（
ひ
ま
わ
り
団
地
中
央
）

副

会

長　
　

木
村　
　

聡
（
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ａ
ス
テ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　

三
谷

英
男
（
ひ
ま
わ
り
団
地
西
）

総
務
部
長　
　

柴
田　
　

登
（
あ
い
の
里
２
条
４
丁
目
）

会
計
部
長　
　

佐
藤　
　

清
（
あ
い
の
里
３
条
７
丁
目
）

事
業
部
長　
　

佐
藤

信
幸
（
あ
い
の
里
３
条
10
丁
目
）

社
会
福
祉
部
長

下
舘

繁
良
（
拓
北
パ
レ
ス
）

環
境
部
長　
　

増
田　
　

弘
（
南
あ
い
の
里
）

防
災
部
長　
　

新
田

義
廣
（
拓
北
１
条
）

防
犯
交
通
部
長

小
野

爵
冝
（
あ
い
の
里
１
条
３
丁
目
）

厚
生
部
長　
　

住
友

節
子
（
あ
い
の
里
２
条
３
丁
目
）

厚
生
部
副
部
長

中
野

裕
子
（
あ
い
の
里
４
条
５
丁
目
）

監　
　
　

事　
　

菊
池

健
一
（
興
産
社
）

監　
　
　

事　
　

五
十
嵐
淳
一
（
あ
い
の
里
エ
ス
パ
シ
オ
）

拓
北･

あ
い
の
里
連
合
町
内
会
役
員

今
年
度
第
一
回
単
位
町
内
会

長
会
議
が
7
月
20
日(

土︶

午
後

２
時
か
ら
地
区
セ
ン
タ
ー
多
目

的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
猛
暑
日
に
近
い
33
度

の
暑
さ
の
中
、
30
町
内
会
か
ら

33
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

長
尾
会
長
か
ら
の
挨
拶
の

後
、
北
海
道
医
療
大
学
三
浦
医

療
管
理
部
長
か
ら
大
学
病
院
移

転
に
関
す
る
現
状
説
明
（
別

掲
）
と
区
社
協
の
福
本
大
智
氏

を
講
師
に
65
歳
以
上
世
帯
名
簿

取
扱
い
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

役
員
改
選
後
、
初
の
会
議
の

た
め
、
新
役
員
体
制
紹
介
の

後
、
各
部
か
ら
今
後
の
活
動
計

画
の
説
明
等
が
あ
り
ま
し
た
。

︻
各
部
等
か
ら
の
報
告
内
容
︼

総
務
部

①
今
後
の
会
議
・
行
事
等
日
程

②
福
祉
除
雪
説
明
会
の
開
催
及

び
福
祉
除
雪
協
力
員
募
集
の

協
力
依
頼

③
除
排
雪
に
関
す
る
意
見
要
望

の
提
出
依
頼

広
報
部

①
今
年
度
の
編
集
委
員
会
構
成

②
今
年
度
の
広
報
紙
発
行
計
画

社
会
福
祉
部

①
「
み
ん
な
で
歩
こ
う
会
」
の

予
定
及
び
内
容

環
境
部

①
昨
年
度
の
活
動
報
告
及
び
今

年
度
の
活
動
計
画

②
あ
い
の
里
北
公
園
周
辺
下
枝

払
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

防
犯
交
通
部

①
北
防
犯
協
会
総
会
報
告

②
窃
盗
不
審
者
及
び
自
転
車
盗

難
の
防
犯
注
意
情
報
発
出

厚
生
部

①
北
区
健
康
づ
く
り
団
体
及
び

北
区
連
町
女
性
連
絡
協
議
会

②
北
海
道
家
族
の
健
康
を
守
る

講
習
会
（
講
師
：
尾
身
茂

氏
）
等
の
概
要

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

①
7
月
1
日
現
在
の
当
地
区
の

条
丁
目
別
世
帯
数
・
人
口
と

昨
年
同
時
期
と
の
比
較

︻
30
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て
︼

最
後
に
長
尾
会
長
か
ら
、
二

年
後
の
連
町
創
立
30
周
年
に
向

け
た
記
念
行
事
へ
の
協
力
依
頼

が
あ
り
、
一
時
間
半
に
わ
た
っ

た
盛
り
沢
山
の
単
位
町
内
会
長

会
議
を
終
え
ま
し
た
。

副

会

長

兼
広
報
部
長

令
和
６
年
度

令
和
六
年
度

第
一
回
単
位
町
内
会
長
会
議
開
催
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坂
東

忠
幸　
　
　

本
村
第
二

木
村　
　

哲　
　
　

こ
ぶ
し

新
田

義
廣　
　
　

拓
北
１
条　
　
　
　
　

金
森

大
介　
　
　

拓
北
ミ
ズ
ナ
ラ

永
田

隆
一　
　
　

グ
リ
ン
ピ
ア
篠
路
北
団
地

下
舘

繁
良　
　
　

拓
北
パ
レ
ス　
　
　
　

武
田
喜
市
郎　
　
　

拓
北
大
野
地

宍
戸

憲
二
（
新
）
拓
北
ナ
ナ
カ
マ
ド

真
鍋

俊
彦　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
東

三
谷

英
男　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
西　
　

大
坂　
　

登　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
中
央　
　
　

白
戸

範
洋　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
南

前
田

繁
博　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
北

菊
池

健
一　
　
　

興
産
社　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤

昭
一　
　
　

拓
北
は
ま
な
す

石
谷

康
一
（
新
）
市
営
住
宅
拓
北
団
地

後
藤

秋
正　
　
　

あ
い
の
里
す
ぎ
の
こ　
　
　
　

武
藤

正
雄
（
新
）
あ
い
の
里
ピ
ア
プ
レ
イ
ス

川
﨑
奈
都
子　
　
　

あ
い
の
里
１
条
３
丁
目

長
岡

正
一　
　
　

あ
い
の
里
１
条
４
丁
目　
　
　

野
際　
　

聡
（
新
）
あ
い
の
里
２
条
２
丁
目

藤
木

達
夫
（
新
）
あ
い
の
里
２
条
３
丁
目

柴
田　
　

登　
　
　

あ
い
の
里
２
条
４
丁
目

石
﨑　
　

剛
（
新
）
あ
い
の
里
３
条
２
丁
目

成
田

貴
志
（
新
）
あ
い
の
里
西

瀧
澤

崇
子
（
新
）
あ
い
の
里
３
条
４
丁
目

鈴
木
日
出
夫　
　
　

あ
い
の
里
４
条
２
丁
目　
　
　

畠
山

勝
美　
　
　

あ
い
の
里
４
条
３
丁
目

伊
澤
真
奈
美
（
新
）
あ
い
の
里
４
条
４
丁
目

藤
井

弘
志　
　
　

山
口　
　
　
　
　
　

小
塚

耕
平　
　
　

あ
い
の
里
Ｃ
ス
テ
ー
ジ　
　
　
　

青
木　
　

仁
（
新
）
コ
ロ
ナ
ー
ド
あ
い
の
里

小
野
田
陽
子
（
新
）
コ
ロ
ナ
ー
ド
あ
い
の
里
Ⅱ

木
村　
　

聡　
　
　
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ａ
ス
テ
ー
ジ

本
間

哲
也　
　
　
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ｂ
ス
テ
ー
ジ

五
十
嵐
淳
一　
　
　

あ
い
の
里
エ
ス
パ
シ
オ　
　
　
　
　

宮
村

智
高　
　
　

あ
い
の
里
３
条
５
丁
目

渡
邉　
　

寛　
　
　

あ
い
の
里
４
条
５
丁
目　
　
　
　
　

今
島　
　

昭
（
新
）
あ
い
の
里
４
条
６
丁
目

相
良

陽
子　
　
　

中
銀
あ
い
の
里

奥
野

貴
之
（
新
）
あ
い
の
里
２
条
５
丁
目

摂
津

圭
佑
（
新
）
あ
い
の
里
３
︱
６
ハ
ー
モ
ネ
ー
ト
タ
ウ
ン

斉
藤
和
歌
子　
　
　

あ
い
の
里
１
条
７
丁
目

中
山

宏
二　
　
　

あ
い
の
里
中
央

勝
毛

孝
志　
　
　

あ
い
の
里
東

中
辻　
　

博　
　
　

あ
い
の
里
東
公
園　
　
　
　
　

佐
藤

信
幸　
　
　

あ
い
の
里
３
条
10
丁
目　
　
　

高
岡

尚
司　
　
　

福
移

増
田　
　

弘　
　
　

南
あ
い
の
里　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

清　
　
　

あ
い
の
里
３
条
７
丁
目　
　
　
　

○
は
ブ
ロ
ッ
ク
名
で
す

（
令
和
６
年
７
月
１
日
現
在
）

コ
ロ
ナ
が
昨
年
よ
う
や
く
沈

静
化
し
、
今
年
度
の
拓
町
協
定

期
総
会
も
通
常
開
催
で
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
総
会
に
は
17
名

が
参
加
し
、
報
告
事
項
３
件
・

議
案
事
項
２
件
と
も
に
承
認
・

賛
成
多
数
で
全
て
原
案
通
り
可

決
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度
に
つ
い
て
も
、

・
連
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
拓

北
部
会
と
の
連
携
・
協
調

・
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
相
互

理
解
の
促
進

等
、
今
年
度
も
重
点
的
に
取
り

組
み
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見

な
が
ら
各
町
内
会(

自
治
会)

活

動
の
情
報
交
換
を
し
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

今
年
度
も
、
本
会
の
基
本
方

針
﹃
地
域
町
内
会
相
互
の
連
携

と
協
調
及
び
安
心
と
活
力
あ
る

暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
づ
く
り

の
推
進
﹄
に
努
め
て
い
き
た
い
。

︽
役
員
体
制
︾

会　
　

長

大
坂　
　

登

副
会
長

安
藤

昭
一

事
務
局
長

三
谷

英
男

事
務
局
次
長

下
舘

繁
良

会　
　

計

真
鍋

俊
彦

監　
　

査

新
田

義
廣

相
談
役

加
藤

明
男

令
和
６
年
度
あ
い
の
里
地
区

町
内
会
長
連
絡
協
議
会
総
会
は

6
月
29
日
に
行
わ
れ
た
。
前
年

度
の
活
動
報
告
・
決
算
報
告
は

全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
、
今
年

度
の
活
動
計
画
案
・
予
算
案
・

役
員
選
出
案
も
全
員
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

地
域
活
性
化
に
向
け
た
情
報

交
換
及
び
情
報
提
供
等
の
例
会

を
開
催
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
の
発
展
に
寄
与
す

る
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
と
の
連
携
や
街

路
灯
、
街
路
樹
等
の
構
造
物
の

点
検
、
環
境
美
化
活
動
な
ど
を

進
め
て
い
く
。

ま
た
、
あ
い
の
里
高
等
支
援

学
校
と
の
協
力
連
携
行
事
と
情

報
交
換
も
進
め
て
い
く
。

︽
役
員
体
制
︾

会

長

渡
邉　
　

寛

副
会
長

佐
藤　
　

清

〃　
　

木
村　
　

聡(

新)

事
務
局
長

柴
田　
　

登

事
務
局
次
長
兼
会
計
担
当

　
　
　
　
　

鈴
木
日
出
夫

会
計
監
査

増
田　
　

弘

〃　
　

斉
藤
和
歌
子

あ
い
の
里
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

令
和
６
年
度
の
活
動
に
つ
い
て



















①②③

④⑤

拓
北･

あ
い
の
里
連
町
単
位
町
内
会
長

拓
北
地
域
町
内
会
連
絡
協
議
会

総
会
は
今
年
度
も
通
常
開
催
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平
成
28
年
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
樹
林
の
維
持
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
今
年
度
は
次
の
地
区

を
選
定
し
施
業
を
開
始
し
ま
し

た
。

︻
令
和
６
年
度
施
業
地
区
︼

・
拓
北
8
条
3
丁
目
及
び
4
丁

目
の
茨
戸
福
移
通
り

・
あ
い
の
里
3
条
9
丁
目
の
あ

い
の
里
東
緑
道

・
あ
い
の
里
4
条
7
丁
目
の
あ

い
の
里
緑
道

・
拓
北
駅
と
あ
い
の
里
教
育
大

駅
の
間
の
鉄
道
林
の
一
部
補

植景
観
が
良
く
な
っ
た
様
子
を

確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

Ｊ
Ｒ
あ
い
の
里
教
育
大
駅
で
の

植
栽
の
様
子

あ
い
の
里
高
等
支
援
学
校
の

生
徒
達
は
多
年
に
わ
た
り
地
域

で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
（
環
境

美
化
）
を
継
続
的
に
実
践
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

毎
年
、
Ｊ
Ｒ
あ
い
の
里
教
育

大
駅
や
あ
い
の
里
公
園
駅
、
あ

い
の
里
公
園
や
あ
い
の
里
北
公

園
の
花
壇
の
植
栽
を
続
け
て
い

ま
す
。

今
年
度
も
５
月
29
日
に
北
区

土
木
部
の
指
導
の
も
と
、
一
生

懸
命
花
を
植
え
ま
し
た
。
授
業

の
一
環
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

環
境
の
美
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
姿
は
見
習
い
た
い
も
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
6
月
17
日
に
は
、
学

校
近
隣
の
公
園
（
あ
い
の
里
公

園
、
き
つ
つ
き
公
園
、
た
つ
の

こ
公
園
、
め
だ
か
公
園
）
の
ご

み
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。
7

～
8
人
1
グ
ル
ー
プ
で
ご
み
袋

を
片
手
に
草
を
か
き
分
け
て
拾

い
集
め
ま
し
た
。

学
校
の
地
域
と
の
関
わ
り
を

持
つ
と
い
う
意
味
で
も
大
変
あ

り
が
た
い
取
り
組
み
だ
と
思
い

ま
す
。

あ
い
の
里
公
園
で
の
ご
み
拾
い

の
様
子

単
位
町
内
会
長
会
議
に
お
い

て
、
北
海
道
医
療
大
学
三
浦
部

長
か
ら
「
北
海
道
医
療
大
学
病

院
」
の
移
転
に
つ
い
て
、
現
状

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
年
５
月
に
大
学
法
人
の
理

事
会
に
お
い
て
一
部
方
向
性
が

示
さ
れ
、
北
広
島
に
新
設
予
定

の
新
病
院
に
つ
い
て
は
、
歯
科

と
少
数
の
医
科
の
診
療
科
と
し

て
開
設
。
こ
れ
に
伴
い
当
別
の

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
２
０
２
８

年
の
３
月
で
廃
止
。
あ
い
の
里

の
医
療
大
学
病
院
と
地
域
包
括

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
内
容
は
決
定
し
て
い

な
い
が
、
で
き
る
限
り
地
域
の

医
療
環
境
が
損
な
わ
れ
な
い
よ

う
に
鋭
意
検
討
を
進
め
て
お

り
、
２
０
２
６
年
３
月
ま
で
に

決
定
す
る
予
定
。
様
々
な
方
向

性
で
検
討
し
て
お
り
、
今
後
も

随
時
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

連
合
町
内
会
と
し
て
は
、
引

き
続
き
、
随
時
丁
寧
な
説
明
を

求
め
る
と
と
も
に
、
病
院
や
地

域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能

の
存
続
・
継
続
に
つ
い
て
強
く

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

◆「
北
海
道
医
療
大
学
病
院
」の

移
転
に
つ
い
て
◆

施
業
地
区
を
見
学
し
て
い
る
様

子
（
令
和
５
年
）

あ
い
の
里
の
樹
木
を

安
全
・
安
心
な
も
の
に

　
　
環
境
部

樹
木
検
討
委
員
会

あ
い
の
里
高
等
支
援
学
校

環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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ひ
ま
わ
り
団
地
西
町
内

会
は
昭
和
40
年
厚
生
年
金

町
内
会
と
し
て
発
足
し
、

来
年
で
60
年
を
迎
え
、
現

在
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
大
切
に
し
役
員
９
名
で

力
を
合
わ
せ
、
日
々
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

４
月
定
期
総
会
。
５
月

は
春
の
一
斉
清
掃
。
６
月

か
ら
は
子
ど
も
会
公
園
清

掃
の
協
力
。
７
月
は
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
や
夏
休
み

ラ
ジ
オ
体
操
。
８
月
は
拓

北
盆
ま
つ
り
。
10
月
ハ
ッ
ピ
ー

茶
話
会
。
１
月
は
新
年
交
礼
会
。

一
つ
一
つ
の
行
事
・
活
動
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
今
後
も
活

動
の
広
が
り
を
求
め
、
会
員
相

互
の
親

睦
交
流

を
図
っ

て
い
き

た
い
と

考
え
ま

す
。

当
町
内
会
は
世
帯
数

４
０
０
を
超
え
人
数
も
多

い
町
内
会
で
す
が
、
昨
今
あ

ち
こ
ち
で
聞
か
れ
る
「
役
員

の
な
り
手
不
足
」
問
題
は

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
心
強
い
こ
と
に

お
隣
の
４
条
６
丁
目
町
内

会
と
は
共
同
で
行
事
を
行

う
な
ど
協
力
体
制
が
長
く

続
い
て
い
ま
す
。

両
町
内
会
の
真
ん
中
に

は
「
め
だ
か
公
園
」
が
あ

り
、
こ
こ
で
ラ
ジ
オ
体
操
や

二
町
内
会
合
同
盆
踊
り
大
会
を

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
会
員
が
気
軽
に
顔
を

合
わ
せ

る
機
会

を
多
く

持
て
る

よ
う
、

取
り
組

み
を
続

け
て
い

ま
す
。

拓
北
編

「
拓
北
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同

好
会
」(

近
藤
幸
一
会
長
）

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

拓
北
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好

会
は
平
成
11
年
の
拓
北
公
園

開
設
と
あ
い
ま
っ
て
発
足
さ

れ
た
同
好
会
で
す
。

会
員
は
現
在
１
３
１
名
。

月
例
会
や
各
種
大
会
で
技
量

を
磨
き
、
コ
ー
ス
の
整
備
、

管
理
・
運
営
が
継
続
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。

近
藤
会
長
は
ひ
ま
わ
り
連

合
自
治
会
創
立
50
周
年
記
念

誌
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
お
ら
れ
ま
す
。

「
ご
夫
婦
で
会
員
に
な
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
ご
支
援

い
た
だ
い
た
こ
と
が
整
備
の

財
源
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ

に
、
地
域
の
人
に
育
て
ら
れ

た
同
好
会
で
す
。
９
ホ
ー
ル

か
ら
18
ホ
ー
ル
へ
の
同
好
会

役
員
の
熱
意
が
今
日
の
大
盛

況
を
呼
び
、
地
域
福
祉(

健

康
づ
く
り)

に
貢
献
で
き
て

い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い

ま
す
」
。

同
好
会
の
皆
様
の
日
頃
の

取
り
組
み
に
心
か
ら
感
謝

し
、
こ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

あ
い
の
里
編

あ
い
の
里
に
住
む
私
た
ち

に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
年
中
行
事
「
あ
い
あ

い
祭
」
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断

し
て
い
ま
し
た
が
５
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

雪
解
け
後
な
か
な
か
暖
か

く
な
ら
ず
、
ど
ん
な
夏
に
な

る
の
か
と
心
配
し
ま
し
た

が
、
祭
り
の
盛
り
上
が
り
が

後
押
し
す
る
よ
う
に
拓
北･

あ
い
の
里
地
区
の
〝
夏
〟
が

や
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

親
子
や
仲
間
同
士
で
ス

テ
ー
ジ
や
出
店
を
楽
し
む
人

に
加
え
、
お
手
伝
い
や
売
り

子
と
し
て
汗
を
流
す
方
々

も
。
ブ
ラ
ン
ク
を
感
じ
さ
せ

な
い
ほ
ど
の
活
躍
ぶ
り
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

地
元
を
離
れ
た
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
同
窓
会
の
よ

う
な
役
割
も
果
た
し
て
い
る

あ
い
あ
い
祭
、
第
30
回
と
い

う
節
目
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い

盛
り
上
が
り
で
し
た
。

（
今
年
で
「
あ
い
の
里
あ
い

あ
い
祭
」
は
終
了
と
な
り
ま

す
。
）

を
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
、
健

康
増
進
の
場
と
し
て
大
切
に
使

用
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

町　内　会　の　取　り　組　み　⑻

活
動
の
広
が
り
を
求
め
て

～
ひ
ま
わ
り
団
地
西
町
内
会
～

お
隣
の
町
内
会
と
共
同
で

～
あ
い
の
里
４
条
５
丁
目
町
内
会
～

子ども会による刈り草集め

地 域 探 訪 ④ ～ 拓北・あいの里の「ひと・場所・コト」を訪ね、紹介するコーナー ～

コース整備に励む同好会会員

合同盆踊り大会の様子

あいの里あいあい祭の様子
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令
和
６
年
６
月
１
日
か
ら
毎

週
土
曜
日
全
４
回
、
小
学
生
６

名
が
参
加
し
て
「
キ
ッ
ズ
カ
ン

フ
ー
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。カ

ン
フ
ー
は
中
国
武
術
の
一

種
で
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
、
メ

リ
ハ
リ
の
効
い
た
動
作
が
魅
力

の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
礼
儀
の
仕

方
か
ら
始
ま
り
、
ス
ト
レ
ッ

チ
、
基
本
練
習
に
加
え
、
武
術

の
型
を
習
い
ま
し
た
。
人
気
が

あ
っ
た
の
は
カ
ン
フ
ー
体
操

で
、
先
生
が
お
手
本
を
見
せ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
「
か
っ
こ

い
い
！
」
と
大
絶
賛
。
先
生
の

よ
う
に
カ
ッ
コ
良
く
体
操
が
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。

印
刷

旭
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

電
話

〇
一
一
―
六
六
六
―
四
〇
四
〇

☆
令
和
６
年
度
の
総
会
に
お
い

て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
部
が
再
編
さ
れ
る
な
ど

新
た
な
体
制
で
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

☆
来
年
度
の
連
合
町
内
会
設
立

30
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
、

第
一
回
実
行
委
員
会
が
８
月
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
・
祝
賀

会
の
開
催
及
び
記
念
誌
の
発
刊

等
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

が
、
会
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

☆
さ
て
、
今
年
度
の
広
報
誌
も

フ
ル
カ
ラ
ー
で
の
発
行
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
年
２
回

（
９
月
・
３
月
）
の
発
行
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
左
記
の
編

集
委
員
５
名
が
力
を
合
わ
せ
、

地
域
の
情
報
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
も
広
報
「
拓

北
・
あ
い
の
里
」
の
ご
愛
読
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。■

編
集
委
員
■

三
谷

英
男
︵
広
報
部
長
︶

木
村　
　

聡

中
野

裕
子

田
中　
　

斉

吉
野

治
美

〇
連
町
・
地
区
セ
ン
タ
ー
共
催

み
ん
な
で
歩
こ
う
会

拓
北
・
あ
い
の
里
連
合
町
内

会
と
拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
セ

ン
タ
ー
が
共
催
す
る
「
２
０
２

４
み
ん
な
で
歩
こ
う
会
」
が
９

月
７
日(

土)

に
行
わ
れ
ま
す
。

(

開
会
式
９
時
30
分)

今
年
も
あ
い
の
里
緑
道
及
び

せ
せ
ら
ぎ
沿
緑
道
で
実
施
し
、

約
４
㎞
を
90
分
か
け
て
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
ま
す
。

当
日
の
好
天
を
願
い
つ
つ
社

会
福
祉
部
を
中
心
に
諸
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

秋
晴
れ
の
下
、
あ
い
の
里
を

み
ん
な
で
歩
き
ま
せ
ん
か
？

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

を
願
っ
て
い
ま
す
。

を
願
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
５
月
２
日
か
ら
毎

週
木
曜
日
全
５
回
「
楽
し
い

ハ
ー
モ
ニ
カ
講
座
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
懐

か
し
さ
を
感
じ
る
温
か
い
音
色

が
魅
力
で
、
無
理
の
な
い
呼
吸

で
奏
で
る
こ
と
が
で
き
肺
活
量

も
鍛
え
ら
れ
る
楽
器
で
す
。

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
以
前
か
ら
興

味
が
あ
っ
た
」
と
い
う
方
が
集

ま
り
、
経
験
豊
富
な
先
生
が
わ

か
り
や
す
く
丁
寧
に
指
導
し
て

い
ま
し
た
。
受
講
生
は
、
音
を

安
定
さ
せ
た
り
口
の
形
を
保
っ

た
り
な
ど
難
し
い
部
分
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
受
講
生
同
士

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
様
子
も

う
か
が
え
、
最
終
日
に
は
「
春

の
小
川
」
と
「
ふ
る
さ
と
」
を

全
員
で
合
奏
し
ま
し
た
。

発
表
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ

ば
参
加
し
た
い
と
い
う
受
講
生

も
お
り
、
新
た
な
目
標
と
新
た

な
仲
間
が
で
き
た
こ
と
に
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

●
講
座
紹
介

キ
ッ
ズ
カ
ン
フ
ー
教
室

楽
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
講
座

編

集

後

記

編

集

後

記

女
性
部
活
動
計
画

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
報
告

連
町
行
事
の
お
知
ら
せ

＊
拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
セ
ン
タ
ー
か
ら
＊

2023みんなで歩こう会の様子

キッズカンフー教室の様子




